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【開催日時】 

平成２１年１１月１３日（金） １３時３０分～１７時００分（開場 １３時００分） 
 

【開催場所】 

仙台エクセルホテル東急３Ｆ ボールルーム （宮城県仙台市青葉区一番町 2-9-25） 
 

【主催者】 

東北圏広域地方計画協議会 
 

【プログラム】  

１３時００分 開場／１３時３０分 開演 

１３時３０分～１３時３５分 開会挨拶 

１３時３５分～１４時１５分 基調講演 『企業が東北に期待するもの』 

１４時１５分～１４時３０分 休憩 

１４時３０分～１４時４５分 ｢東北圏広域地方計画｣の概要説明 

１４時４５分～１６時５０分 パネルディスカッション『広域地方計画に圏民は何を期待するのか』 

１７時００分 閉 会  
 

【出演者】 

基調講演 

○講演者 

森岡 國男 氏 

NEC セミコンダクターズ山形株式会社代表取締役社長 
 
パネルディスカッション 
○コーディネーター 
柴田 洋雄 氏 

美しい山形・最上川フォーラム 会長 
東北圏広域地方計画懇談会 副座長 

 
○パネリスト 
佐藤 大介 氏 

株式会社三沢奥入瀬観光 
古牧温泉青森屋 取締役総支配人 

鈴木 幸夫 氏 
株式会社秋田ニューバイオファーム代表取締役 

平  克美 氏 
宮古地区広域行政組合 消防本部 消防長 

立石 吉識 氏 
株式会社福島製作所 代表取締役社長 

根本 建二 氏 
山形大学医学部がん臨床センター長 
放射線腫瘍学講座教授 

長谷川美香氏 
有限会社ミカユニバーサルデザインオフィス取締役社長 

「東北圏広域地方計画」シンポジウム 

▲当日配布プログラム 
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開会挨拶 
 

開会にあたり、主催者を代表して東北圏広域地方計画推進室長（東北地方整備局副局長 関 

博之）より開会のご挨拶をいたしました。 

 
 
 
 

 基調講演 『企業が東北に期待するもの』 
 

基調講演では「企業が東北に期待するもの」と題して、NEC セミコンダクターズ山形 

株式会社・森岡國男代表取締役社長にご講演いただきました。 

半導体製造の現状と課題… 

世界レベルで激化する競争への勝ち残り・めまぐるしい変化への対応 
半導体はナノメーターレベルの特殊な技術が必要とされる世界です。現在、製品出荷先の

4 割を海外が占め、ニーズの多様化・急激な変化に対応するための競争が世界レベルで激

化している状況です。 

NEC セミコンダクターズ山形（株）にとっては、山形県内の製造拠点から世界の大手メー

カーといかに競争するか、めまぐるしく変化するビジネスにどう対応していくかが大きな 

課題となっています。 
 

東北圏への期待・可能性… 

「人」と「技術」 それぞれの良さを活かす 
これからの生き残りに必要なものは、４つのＭ、いわゆる「MAN」「MCHINE」「MATERIAL」

「METHOD」です。この中で特に東北圏においては「MAN」と「MCHINE」、この２つを活かす

ことが重要ではないでしょうか。 

「MAN」は変化に気付く感性を持ち、変化に早く対応する行動力を持ち、それらの問題を

解決する能力を持っています。特に、東北人特有の「決められたことをきちんとやる」と

いう精神がここに生きてくると思いますが、今後はより一層の変化への対応力が求められ

ています。 

「MACHINE」では、東北の既存のものづくり技術に加え、隣県である宮城県への進出が検

討されている半導体製造装置大手メーカーと山形での開発をスタートした弊社などとの

連帯による、新たな技術開発・製品開発に期待しています。 
 

東北圏広域地方計画に期待すること… 

可能性を活かす広域的なインフラ整備の実現 
これからの可能性を持った東北圏でありますが、インフラやエネルギー供給の面ではまだ

まだ課題があります。 

弊社が立地する庄内地方を例にすると、雷による瞬時電圧低下が多いため電力の安定的な

供給に課題があります。また、製品出荷に欠かせない地方空港についても便数の確保が課

題です。更に、製造過程に必要な薬剤等を毎日輸送する道路では、雪による通行止めも予

測され、高規格道路等によるリダンダンシーの確保が課題です。 

広域地方計画は様々な機関が横断的に関係する計画であり、これら広域的なインフラの整

備実現を期待しています。 

―ファースト is ベスト―（60 点でも良いから、まず対応） 

―フレキシブル is ベスト―（目標達成のための手段は柔軟に） 

この精神で、実現に向けた取り組みを期待しています。 
 

講演者プロフィール 

森岡 國男氏 
NEC ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ山形株式会社 
代表取締役社長 
 

 

【略歴】 

1971 日本電気株式会社入社 

1998 NEC Electronics Inc.出向 

2000 日本電気株式会社 

NEC ｴﾚｸﾄﾛﾝﾃﾞﾊﾞｲｽ半導体

生産技術本部長 

2002 NEC ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ株式会社移籍

生産事業本部シニア企画

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 

2004 同社 生産事業本部長 

2006 同社 執行役員 生産事業本部長 

現在 NEC ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ山形 

株式会社代表取締役社長 

▲基調講演の様子 

▲森岡氏による基調講演の様子 

▲開会挨拶の様子 
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「東北圏広域地方計画」の概要説明 

 

パネルディスカッションに先立ち、「東北圏広域地方計画」の概要を東北圏広域地

方計画推進室副室長（原田 吉信）よりご説明いたしました。 

 

 

 パネルディスカッション  

『広域地方計画に圏民は何を期待するのか』 
 

パネルディスカッションでは、柴田洋雄氏をコーディネーターに迎え、多様な分野

のパネリストの方々から、広域地方計画に期待することを語っていただきました。 

 

話題提供 コーディネーター・柴田氏 

・ 広域地方計画は、地域が自分たちで作った計画であり、その執行も地方

の責任で進めていかなければならないということが非常に重要なポイ

ントです。また、この計画は幅広く、いろいろな視点からつくられてい

るということも 1 つの特徴です。 
・ 本日は、活動をされている地域も業種も異なるパネリストの方々6 名に

お集まりいただきました。 
・ それぞれの仕事を通して、それぞれの地域を考えたときに、「広域地方

計画に何を期待するのか」という点について、発言いただきたいと思い

ます。 

 
観光と地域活性化の視点から パネリスト・佐藤氏 

・ 旅館再生という仕事を通して、観光代表という立場で参加いたしました。

東北は観光のポテンシャルが非常に高いと感じています。 
・ しかしあえて申し上げると、交通整備だけで観光が、あるいは観光によっ

て地域が活性化できるという過度な期待は間違いです。プロ野球に例える

ならば、楽天イーグルスが仙台に来ただけでは地域活性化につながらない。

地域活性化のために必要なことは、シャトルバスの本数を増やすことでも、

街並をキレイにすることでもなく、強いチームを作ることなのです。 
・ 観光客は、新幹線に乗りたいから青森に行くのではなく、地元の食・温泉・

サービスに期待するのだと思います。こういった基礎的な部分を強くする

ことが観光活性化の基本だと考えています。しかし実際観光は未だ産業と

しての認知は欧米に比べて低く、その生産性も未だ低い状況です。この生

産性確保については、異業種から学ぶことがたくさんあります。 
 

・ 東北圏広域地方計画の中では、例えば、広域連携プロジェクトの8（自動

車産業）や9（農業水産業）にも観光の視点を広げていって欲しいと思い

ます。 

・ また行政の方たちには、補助金で公共交通をどうにかして欲しいわけで

はなく、同業他社、他業種、あるいは他地域、他国、という方々との接

着剤となっていただいて、観光というものを強くしていきたいというの

が願いです。 

パネルディスカッション出演者
※敬称略・五十音順 

○コーディネーター○ 

柴田 洋雄 氏 
美しい山形・最上川フォーラム会長 

東北圏広域地方計画懇談会副座長 
 

○パネリスト○ 

佐藤 大介 氏 
株式会社三沢奥入瀬観光 

古牧温泉青森屋 取締役総支配人 

鈴木 幸夫 氏 
株式会社秋田ニューバイオファーム 

代表取締役 

平  克美 氏 
宮古地区広域行政組合 消防本部消防長 

立石 吉識 氏 
株式会社福島製作所 代表取締役社長 

根本 建二 氏 
山形大学医学部がん臨床センター長 

放射線腫瘍学講座教授 

長谷川美香氏 
有限会社ミカユニバーサルデザイン 

オフィス取締役社長 

▲パネルディスカッションの様子 

▲概要説明の様子 

▲パネリスト・佐藤氏 
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農業・農山村地域の自立の視点から パネリスト・鈴木氏 

・ 農業の６次産業化を目指して、生産から観光分野に関わる中で、ま

た秋田県民の代表として発言をさせていただきます。私どもは、野

菜生産農家から始まり、地場産品加工製品販売、現在のグリーンツ

ーリズム的な取組（ぶどう狩観光農園）へと事業内容を発展してま

いりました。人口減少下では秋田県に新たな企業の進出は期待でき

ないですので、農業で雇用を増やせるようにと、20 余年で、きのこ・

りんご・米・花卉など 7 法人を立ち上げてまいりました。 
・ また最近では、運送会社の方や県立大の先生方と NPO 菜の花ネット

ワークを立ち上げ、観光農園で菜の花油を絞り、廃食油を回収して

バイオエタノールやバイオディーゼルを精製する取組を始めました。

これは、耕作放棄地を防ぐための転作田の活用と、地球温暖化に対

する循環型を目指した取組みです。しかし、まだまだ地域全体とし

ては盛り上がってきていないというのが現実です。 

・ 広域地方計画では、環境・エネルギー分野や農業の問題が網羅されているように思います。菜の花ネットワーク

のような地域の取組みに、行政や JA がもっと突っ込んでくるものがあっても良いのではないかと思います。今、

水田だけでは農業は立ち行かなくなっています。耕作放棄地としないために、何とか早く行動を起こし、一緒に

なってやっていかないといけないと思います。 

・ それから、この広域地方計画の中では、いつまでに何ができるかといった具体的なところで見えない部分が多く、

そんな手探りの状態で人口減少や所得の低さとかを言われても、何をどうしてよいかわからないというのが正直

な感想でした。 
・ 計画の中では、できるだけプロジェクトの進捗や目標が見える形で進めていただけると、住民としても期待が高

まると思います。 

 

救急救命・防災の現場から パネリスト・平氏 

・ 消防、救急搬送の業務を通じて、防災という立場からお話させていただきます。宮古市を含む岩手県の太平洋沿

岸地域では、過去に大規模な津波災害があり、防波堤や水門等のハード整備が進められています。ただ、この水

門の閉鎖作業は地元消防団が実施しなければなりません。人口減少や限界集落の問題が深刻化する中で、消防団

員の数も少なくなり、この水門を閉める人が不足してせっかくのハード整備が機能しない恐れが出てきています。 
・ 遠隔操作で締められる装置もありますが、やはり人の手で行うことが 1 番なので、宮古地域内では、機能別消防

団の導入を進めているところです。火災、津波など災害のケースに応じて専門的に対応ができる訓練を年に 1 回

以上行っています。また、救急搬送の場面では、救急救命士の育成に力を入れている他、救急車が到着するまで

の現場での応急処置が大変重要ですので、中学校や高校での指導も行っています。このように、地域の救急救命

率向上を目指して地域の中でできることを進めているところです。 
 

・ しかし、救急搬送には地形的制約等によって、命を守る道路の整

備が課題となっています。また、高次医療機関への搬送には防災

ヘリを活用していますが、より早い時点での医療活動が行えるド

クターヘリの導入は是非お願いしたいと思います。東北圏広域地

方計画ではこういった広域的な視点での施策実現に期待してい

ます。 

 

 

▲パネリスト・鈴木氏 

▲パネリスト・平氏 
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環境との共存と産業の発展を目指して パネリスト・立石氏 

・ 弊社は戦前から大砲を製造し現在は港湾機械・石油掘削用のウィンチ

などを主に製造しています。創業当事から現在の福島市内に立地し、

来年 3 月で創業 90 周年を迎えます。本日は、弊社が取り組む低炭素工

場、電力供給地域、そしてアジア共同体の 3 点について発言させてい

ただきたいと思います。 
・ 弊社では来年度からの 90 周年プロジェクトとして、低炭素工場づくり

を目指した取組みを進めているところです。工場周辺の住宅街への植

樹や断熱パネルの吹き付けによる環境保全、工場屋根面のプラスチッ

ク化で昼間の照明電力のカットを目指しています。この他、屋上緑化

や太陽光パネルの設置の構想も進めているところです。 
・ 産業界では、財務内容をよくするために投資を控える傾向があり、太

陽光発電パネルといった環境設備の新規投資についてもこういった制

約の中で進まないといった現状がよく見られます。国の CO225％削減と

いう大きな目標に対して、環境設備への投資は維持補修費にできると

か、そういったフレキシビリティな制度改革が必要だと感じています。 

・ 電力供給地域については、原子力発電やプルサーマルが推進されています。CO2の排出削減にはこの電力の転換が

大きなキーになると思います。しかし原子力やプルサーマルに対する間違った認識や報道から、その利用に抵抗

を感じる住民が多く存在します。過去の原発事故の復旧において、この誤解のために不要な CO2 を更に排出して

いた事例もあります。こういう事実はあってはならないと思います。 

・ 広域地方計画では、原子力等に対する住民意識改革・誤解解消に期待しています。 

・ 最後に、今後日本が安定的に発展するためには、アジアの一員として、中国・インドを含めた経済共同体の中で

多くの成長の機会があると考えています。 

・ これらアジア共同体の実現に向けて、空港・港湾アクセスのためのインフラの必要性や、港湾機能の強化、空港機

能の適正配置等、広域的な視点の中で検証が必要ではないかと思います。 

 

高度医療・専門医療の現場から パネリスト・根本氏 

・ がんの放射線治療の分野を専門にしております。本日は医療の立場からお話させていただきます。 
・ 日本人の死因だんとつトップの「がん」です。がん医療を取巻く状況としては、放射線治療技術や分子標的薬等

化学療法等の目覚ましい進歩により、日本のがん治療技術は世界的にも高いレベルにあります。しかしそんな中

で日本国内では専門医の不足が大きな問題となっています。例えば、専門医が不在のために高度な治療が受けら

れない地域が多く存在し、日本の放射線治療・化学療法施行率は諸外国に比べて低い状況です。 
 

・ 専門医の拡充にあたっては、「東北がんネットワーク」を立ち上げ、

通信授業による技術の習得や、特殊治療事例をネット公開する情報共

有等によって、技術・情報面での格差是正に取り組んでいます。県単

位を越えた取組みという点では、東北圏広域地方計画と似ているかも

しれません。一方、設備面での空白という問題も存在します。日本の

粒子線治療は世界トップレベルの技術を有しているにも関わらず、そ

の設備導入には多額の費用を要します。その導入は単独県単位等で対

応できることではありません。 

・ 広域地方計画では、是非このような高度な設備を広域圏で連携し適

材適所へ配置する取組を進めていただきたいと思います。また、地

域医療支援という面では、病院が自立してやっていける医療費制度、

医療のあり方やグランドデザインを設計することがまずは必要だ

と思います。 

▲パネリスト・立石氏 

▲パネリスト・根本氏 
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ユニバーサルデザインとまちづくり…生活に密着した視点から パネリスト・長谷川氏 

・ 私は、ミカユニバーサルデザインオフィスという会社と NPO 法人ま

ちづくり学校という 2 つの団体で活動しており、生活に密着した視

点から発言させていただきます。 
・ ユニバーサルデザイン（以下 UD）という考え方が生まれて 10 年程

になりますが、その浸透はまだまだだと感じています。 
・ 街なかにたくさんある視覚障害者用誘導ブロックは、視覚障害者に

とっては命の道筋ですが、高齢者にとってはつまずきの原因になり

ます。私は違う形で視覚障害者の方を誘導できないだろうかと考え

ています。誘導ブロック 1 つをとっても、既存のものでは選べるも

のが少なくて、東北ではステンレス製は雪で滑って使えないとか、

黄色は歴史的まちなみにそぐわないなどといったような問題を抱え、

ＵＤのまちづくりを進めていく際のバリアになっています。 
・ しかし、こういった問題、そしてこれが思わぬ飯の種になるかもしれないということに、多くの企業は気付いてい

ません。今 UD を進めていく上で、企業とのこのような情報交換の場、話し合いの場が無いということが大きな壁

になっています。このような地域の問題に、福祉分野や土木分野以外の方たちがアクセスする機会をつくることに

よって、新たな経済活動や商品開発等が進み、さらにＵＤが普及・前進することが重要です。 
・ さらにこのような問題に対する社会実験を繰り返し行える仕組みづくりやＵＤの人材育成も急務です。単なるバリ

アフリー化だけでなく、広域地方計画を通じて、UD の理解や浸透がより一層進むことを期待しています。 

・ また、NPO 法人まちづくり学校では、企業や行政、商店街などが手を出しにくいところを NPO が主体的に埋めて

いく、つなげていく、広げていくという取組みを目指しています。公を担う住民という「新たな公」の活動が持続

的・安定的に進められるための財政支援や枠組みの構築というのは非常に大事だと考えています。 

・ したがって、東北圏広域地方計画で挙げられている「新たな公」を担う人材育成は急務であると感じています。ま

た、「新たな公」をなぜ育てていかなければならないのかを、もっと広くアピールしなければならないと思います。

特にこれまでのまちづくり活動は、多くの場合、行政の予算無しでは持続が困難という面もありました。これから

は、まちづくり活動の自立・継続に向けて長い目でじっくり育てるため、活動が定着するまで様々な支援が望まれ

ます。新しくできるであろうコンソーシアムに、その実行を期待しています。 
 

広域地方計画の進め方について 各パネリストより一言 

佐藤 氏 

・ 観光振興にあたっては、産業力強化の視点で取り組むことが必要です。また、顧客目線で本当に良いところだけ
を宣伝することが大切です。 

・ 観光客にとって県・市町村の枠は関係ありません。「広域圏で売る」という発想を持って取り組んでいただきた
いと思います。 

鈴木 氏 

・ 計画の実現に向けては、とにかくできることから確実に急いで取り組んでいただきたいと思います。 
平 氏 

・ 地方にとっての道路は、命を守るものということは忘れないでいただきたいと思います。 
・ 広域連携のもと、救急救命にかかわる取組の推進をお願いしたいと思います。 
立石 氏 

・ CO225％削減の目標を逆手にとって新技術開発への挑戦、そして企業の成長につなげていきたいと思います。 
・ ただし、目標の達成には地域の連携や企業と個人の連携が必要であり、広域圏が一体となって取り組んでいかな

ければならないと思います。 
根本 氏 

・ 高度医療と在宅医療の問題がクローズアップされる中で、町立病院などの中間医療機関の自立の問題も大きな課
題となっています。 

・ 高度医療～中間医療～在宅医療をつなぐ広域的視点に立った仕組みも考えていかなければなりません。 
長谷川 氏 

・ 新たな公による「地域づくりコンソーシアム」は、地味ながらも地域に必要なプロジェクトだと思います。 
・ 地域づくりが、住民にも見える環境づくり＝新たな公の実現を是

非目指していただきたいと思います。 

▲パネリスト・長谷川氏 



AOMORI―IWATE―MIYAGI―AKITA－YAMAGATA－FUKUSHIMA－NIIGATA－TOHHOKU-KEN－AOMORI―IWATE―MIYAGI―AKITA－YAMAGATA－FUKUSHIMA－NIIGATA－TOHHOKU-KEN－ 

―AOMORI―IWATE―MIYAGI―AKITA－YAMAGATA－FUKUSHIMA－NIIGATA－TOHHOKU-KEN－ 

「東北圏広域地方計画」シンポジウム 

広域地方計画の実現に向けて 

開催レポート 

 

 

 

東北圏広域地方計画の実現に向けて コーディネーター柴田氏からの提言 
 

○多様な分野が横断的に 

広域地方計画に掲げられた広域連携プロジェクトの特徴は、多様な分

野が幅広く横断的に取り組んでいくというところにあります。 

国・県・市町村そして経済界が一体となって推進することが大切です。 
 
 

○東北圏が主体的に力を合わせて 

これからの取組は、国と地方が give and take・win-win の対等な関係

で進めなければなりません。 

東北圏が力を合わせれば、高価な医療機器も、CO2 削減の大きな目標も

手が届くのではないでしょうか。 

他力本願ではなく、東北圏が力を合わせて能動的に動くことが大切で

す。 
 

 

○東北圏広域地方計画の実現…ふるさと「東北にっぽん」を目指して 

旅行家エドウィン･ライシャワーは、山形県を「山の向こうのもう一つの日本」と称しました。そこには大きなビ

ルは無いけれど、心の豊かさが存在します。 

人が幸せに生きていくために必要なものは決してお金だけではありません。美味しいものは人と分かち合って食べ

る方が美味しく感じられます。そんな人間らしい幸せのために、心の豊かさを育むことが大切です。 

 

東北圏広域地方計画の目指す「豊かな自然の中で交流・産業拠点とし発展するふるさと「東北にっぽん」」の実現

のために、たとえ小さくても、それぞれができることを見つけ、取組みに参加していただければありがたいなと思

います。 

 

 

 

 

質疑応答 
 

パネルディスカッションの最後に、会場から質疑をいただきました。 

 
【意見】 

森岡 國男 氏 

・ 東北圏広域地方計画の今後の進捗管理については、企業経営と

同様であるが、定量的な数値を時間軸を追って明示していくこ

とが必要ではないでしょうか。 
 
【回答】 

柴田 洋雄 氏 

・ 目標の明示については、協議会や懇談会でも常に議論しているところです。 
・ 日本の国民性で、目標を掲げることで実績が上がることもあると思います。 
・ 目標の検討については重要なことなので、計画に関わった関係各位よく意識してください。 

▲コーディネーター・柴田氏 

▲会場の様子 
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会場アンケートの集計結果 
 

会場にお越しいただいたみなさまより、シンポジウムや広域地方計画についてのアンケートに回答いただきました。 

 

○参加総数３５０名／アンケート回答者１４３名／回収率４１％ 

 

○回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別
男性

139人

女性
4人

問３
[2]

参考に

なった

123人

無回答 4人

参考に 
ならなかった 

4 人 

どちらとも 
言えない 

12 人 

居住地

青森県 2 人 

秋田県 1 人 

宮城県 

114 人 

山形県 
10 人 

福島県 
7 人 

新潟県 2 人 
神奈川県 1 人 

無回答 4 人 

岩手県 2 人

年齢

20代

13人

30代

27人

40代

32人

50代

44人

60代

23人

70代～ 3人 無回答　1人

職業

学生

5人

会社員

68人

公務員

60人

自営業 1人 その他 9人

問２

41人

知って

いる

84人

今日初め

て知った

18人
名称は聞い
たことがあ
るが中身は
よ く 知ら な
い 

問３
[１]

参考に

なった

103人

どちらとも

言えない

31人

無回答 2人

参考に
ならなかった

4 人

｢東北圏広域地方計画｣の認知度について 基調講演の内容について 

パネルディスカッションの内容について 広域地方計画について（期待など） 

 具体化、実行に期待

計画への期待、課題など

財源確保等について

計画の周知が必要

目標の明示・
フォローアップが重要

シンポジウムについて

シンポジウムの運営について

18人

18人

9人

4人

4人

2人

2人


